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尹

景
徹
教
授

略
歴

昭
和
二
〇
年

一
〇
月
一
六
日

韓
国
慶
尚
南
道
に
出
生

昭
和
四
七
年

二
月

韓
国
外
国
語
大
学
中
国
語
科
（
政
経
部
）
卒
業
（
入
学
昭
和
四
〇
年
三
月
、
韓
国
陸
軍
服
役
後
、
昭
和
四
二
年
再
入

学
）

昭
和
四
七
年

四
月

京
郷
新
聞
（
ソ
ウ
ル
）
入
社
（
外
信
部
記
者
、
昭
和
五
〇
年
六
月
ま
で
）

昭
和
五
〇
年

六
月

台
湾
国
立
政
治
大
学
大
学
院
東
亜
研
究
所
卒
業
（
法
学
修
士
、
入
学
昭
和
四
七
年
九
月
）

昭
和
五
〇
年

一
〇
月

韓
国
外
務
省
入
省
（
外
務
事
務
官
、
昭
和
五
一
年
五
月
ま
で
）

昭
和
五
一
年

五
月

京
都
大
学
研
修
員
（
昭
和
五
三
年
三
月
ま
で
）

昭
和
五
二
年

六
月

英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
研
修
（
昭
和
五
三
年
二
月
ま
で
）

昭
和
五
五
年

三
月

京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
（
修
士
課
程
政
治
学
専
攻
）
修
了
（
法
学
修
士
、
入
学
昭
和
五
三
年
四
月
）

昭
和
五
八
年

四
月

京
都
大
学
助
手
（
法
学
部
）

昭
和
六
二
年

二
月

韓
国
精
神
文
化
研
究
院
付
属
大
学
院
助
教
授

昭
和
六
二
年

五
月

京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
（
博
士
課
程
政
治
学
専
攻
）
修
了
（
法
学
博
士
、
入
学
昭
和
五
五
年
四
月
）

平
成

三
年

四
月

韓
国
精
神
文
化
研
究
院
付
属
大
学
院
副
教
授

平
成

三
年

九
月

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
交
換
教
授
（
平
成
四
年
一
二
月
ま
で
）

平
成

六
年

四
月

一
日

鈴
鹿
国
際
大
学
教
授
（
国
際
学
部
）

平
成
一
三
年

四
月

一
日

大
阪
大
学
教
授
（
大
学
院
法
学
研
究
科
）

平
成
二
一
年

三
月
三
一
日

大
阪
大
学
定
年
退
職

平
成
二
一
年

四
月

一
日

大
阪
大
学
名
誉
教
授
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主
要
著
作
目
録

Ⅰ

著
書

単
著

『
分
断
後
の
韓
国
政
治
』

木
鐸
社

一
九
八
六
年

『
日
本
学
生
運
動
研
究
』

韓
国
精
神
文
化
研
究
院

一
九
九
三
年

『
日
本
新
左
翼
の
研
究
』

木
鐸
社

二
〇
〇
一
年

『
韓
国
政
治
論
』

木
鐸
社

近
刊

共
著

『
新
左
翼
運
動
の
国
際
的
比
較
と
韓
国
学
生
運
動
研
究
』

韓
国
精
神
文
化
研
究
院

一
九
八
八
年

『
分
断
状
況
と
理
念
問
題
』

国
一
社

一
九
九
〇
年

訳
書

『
文
明
が
衰
亡
す
る
と
き
』（
高
坂
正
尭
著
）

日
新
社

一
九
八
五
年

Ⅱ

論
文

「
中
国
共
産
党
第
九
次
全
国
代
表
者
大
会
之
研
究
」

（
台
湾
国
立
政
治
大
学
修
士
論
文
）『
東
亜
』

一
九
七
五
年

「
米
中
会
談
の
歴
史
的
意
義
」

（
京
大
）
法
学
論
叢
一
二
一
巻
四
号

一
九
八
七
年

「
日
本
全
学
連
研
究
」

『
韓
国
の
政
治
経
済
』（
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
）

一
九
八
八
年

「
日
本
人
の
対
韓
認
識
の
変
化
に
つ
い
て
」

『
韓
国
の
政
治
経
済
』（
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
）

一
九
八
八
年

「
日
韓
関
係
の
展
望
」

『
国
民
精
神
』（
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
）

一
九
八
九
年

「
日
本
全
共
闘
研
究
」

『
韓
国
の
政
治
経
済
』（
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
）

一
九
八
九
年

「
中
国
共
産
党
と
近
代
化
」

『
韓
国
論
壇
』（
韓
国
論
壇
社
）

一
九
九
〇
年

「
戦
後
韓
国
政
治
の
考
察
」

『
現
代
政
治
を
解
読
す
る
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

一
九
九
〇
年

「
朝
総
連
研
究
」

『
セ
ム
ル
ギ
ョ
ル
』（
自
由
評
論
社
）

一
九
九
〇
年



「
一
九
九
一
年

北
朝
鮮
の
変
化
と
展
望
」

『
セ
ム
ル
ギ
ョ
ル
』（
自
由
評
論
社
）

一
九
九
〇
年

「
日
本
赤
軍
研
究
」

『
韓
国
の
政
治
経
済
』（
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
）

一
九
九
一
年

「
ソ
連
崩
壊
論
」

『
月
刊
中
央
』（
中
央
日
報
社
）

一
九
九
一
年

「
日
本
学
生
運
動
の
現
状
」

『
国
民
精
神
』（
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
）

一
九
九
一
年

「
韓
日
間
の
課
題
と
展
望
」

『
行
政
学
報
』（
全
州
大
学
行
政
大
学
院
）

一
九
九
二
年

「
日
本
新
左
翼
の
歴
史
的
総
括
」

『
韓
国
の
政
治
経
済
』（
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
）

一
九
九
二
年

「
日
本
学
生
運
動
と
世
論
の
反
応
」

『
韓
国
の
政
治
経
済
』（
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
）

一
九
九
三
年

「
国
際
環
境
変
化
と
韓
日
間
の
課
題
と
展
望
」

『
韓
国
の
政
治
経
済
』（
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
）

一
九
九
三
年

「
日
本
学
生
運
動
と
そ
の
教
訓
」

『
韓
国
の
政
治
経
済
』（
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
）

一
九
九
三
年

「
日
韓
経
済
摩
擦
」

『
韓
国
の
政
治
経
済
』（
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
）

一
九
九
四
年

「
日
韓
条
約
を
考
え
る
」

『
日
韓
修
交
三
〇
年
の
再
照
明
』（
ア
ジ
ア
社
会
研
究
院
）

一
九
九
五
年

「
北
朝
鮮
の
核
開
発
に
つ
い
て
」

『
世
界
の
な
か
の
日
本
』（
鈴
鹿
国
際
大
学
）

一
九
九
五
年

「
巨
文
島
事
件
と
李
鴻
章
」

『
中
国
研
究
』
第
一
九
集
（
中
国
問
題
研
究
所
）

一
九
九
八
年

「
韓
国
政
府
の
在
外
同
胞
政
策
に
つ
い
て
」

『
世
界
の
な
か
の
韓
民
族
』（
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
）

二
〇
〇
〇
年

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
は
可
能
か
」

『
中
国
研
究
』（
中
国
問
題
研
究
所
）

二
〇
〇
四
年

「
日
中
国
交
回
復
交
渉
過
程
の
再
検
証
と
日
中
関
係
の
今
後
の
展
望
」

『
日
本
政
治
』（
大
阪
大
学
出
版
会
）

二
〇
〇
五
年

「
北
朝
鮮
の
交
渉
術
」

『
韓
国
論
壇
』（
韓
国
論
壇
社
）

二
〇
〇
七
年

「
日
中
韓
文
化
比
較
論
」

『
中
国
研
究
』（
中
国
問
題
研
究
所
）

二
〇
〇
八
年
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